
〈めあて〉 化学物質とはなにか？

机、空気、水…
身の回りのものすべて！

水素

酸素 ・化学物質とは、
元素が組み合わさってできたもの

・2つ以上の元素が組み合わさって
できている化学物質を、化合物という。

もともと自然にある化学物質 もともと自然になかった化学物質

カフェイン

フロン類
ポリプロピレン

トリクロロエチレン

石綿

ダイヤモンド

①

②
製品名 化学物質名 性質

台所用合成洗剤 界面活性剤 水と混ざって油汚れを落とす

接着剤 酢酸ビニル樹脂 ものとものをくっつける

〈まとめ〉

・化学物質とは、元素が組み合わさってできたもの
・化学物質は、いろいろな製品に使われている
・化学物質は、それぞれ特別な性質をもっている



ワークシート 

 

年   組   番 名前   

化学物質
し つ

 

 
①「化学物質」について知ろう 

わたしたちの身の回りのものは、すべて（      ）でできている。 

化学物質を化学的に分解
かい

すると、それ以上かんたんには分解できない「元素
げんそ

」という物質
しつ

に 

なる。２つ以上の元素が組み合わさってできている物質を「化合物
かごうぶつ

」とよぶ。化学物質には、 

もともと自然にある化学物質と、人間が（        ）化学物質がある。 

 

次の   内の化学物質を、「もともと自然にある化学物質」と「もともと自然になかった

化学物質」に分けてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 身の回りの製
せい

品がどんな化学物質でできているか調べてみよう 
 

例：製品名：台所用合成洗剤
ごうせいせんざい

 

  化学物質名：界面活性剤
かいめんかっせいざい

 

 

製品名： 

化学物質名： 

 

③ 化学物質の性質について知ろう 

化学物質にはいろいろな性質があり、それによってわたしたちの生活を便利なものにしている。 

②で調べた化学物質にどんな性質があるか、予想してみよう！ 

  

 

 

 

 

 



ワークシート 

 

 
●フロンってなに？  

エアコンは、どうしてスイッチを入れると冷たい風が出てくるのか、不思議に思ったことは

ありますか？ 

エアコンや冷蔵
ぞう

庫などで、ものを「冷やす」という手伝いをしているのが、「フロン」という

化学物質です。フロンはものを冷やすのがとても得意
と く い

で、昔はわたしたちの生活のいろいろ

な場面で大活やくしていました。しかし、この便利なフロンが、実は大変なことを引き起こ

していると分かったのです。地球には、太陽の強い光（紫外線
しがいせん

）から、わたしたち人間や生

き物を守ってくれる「オゾン層
そう

」という、気体の層
そう

がありますが、空気中に出されたフロン

が空高くのぼっていくと、この大切なオゾン層をこわしてしまうことがわかったのです。 

この大変な問題に気づいてから、世界中の国々が協力して、「フロンを作るのをやめよう、使

うのをやめよう」というルールを決めました。そして化学者たちは、オゾン層をこわさな

い、新しい種類のフロン（代替
だいたい

フロン）を開発したのです。今、わたしたちの家にあるエア

コンや冷蔵庫には、この地球にやさしいフロンが使われています。 

 

 

●ポリプロピレンってなに？ 

お弁当
べんとう

箱、文ぼう具、ペットボトルのキャップ、自動車の部品など、わたしたちの身の回り

には、たくさんのプラスチック製
せい

品があります。プラスチックの一種で、さまざまな製品に

使われているのが「ポリプロピレン」です。 

 

◎ポリプロピレンの特ちょう 

• 軽い！：持ったときに軽くて、扱いやすい。 

• じょうぶ！：しょうげきに強くて、かんたんにはこわれない。 

• 熱に強い！：電子レンジで温められる容器
よ う き

は、ポリプロピレンでできていることが多い。 

• 薬品に強い！：洗剤や薬品を入れておくボトルにも使われる。 

• リサイクルできる！：使い終わったポリプロピレン製品を集めて、もう一度新しい製品 

に生まれ変わらせることができる。 

 

「PP」という記号がポリプロピレンの目印だよ！ 

身の回りを探してみよう！ 



化学物質について（小学校高学年向け）授業展開例 

 

◎はじめに 

 わたしたちの周りには、たくさんの「化学物質」があります。家庭で使う洗剤やシャンプ

ー、おもちゃや文房具などのプラスチック製品など、化学物質はわたしたちの生活をとても

便利で豊かなものにしてくれています。 

 一方で、「化学物質」と聞くと、なんだか難しかったり、少し恐いものだと感じたりする

人もいるかもしれません。たしかに、どんなに便利なものでも使い方を間違えれば危険なこ

とがあるように、化学物質も例外ではありません。化学物質の性質・潜在する危険性を正し

く理解し、どのように付き合っていくかを考えることが重要です。 

 ここでは、化学物質についての知識を学ぶだけでなく、それを「どのように利用すれば、

生活をよりよいものにできるか」といった、生活や環境への影響とその対処法などについて

自ら考え、判断する力（思考力・判断力）を養うことを目指しています。 

 

 本授業は、以下の単元の発展内容として組み込むなど、柔軟に活用されることを想定して

います。 

【授業活用例】 

・理科 

 小学 6年生の「水よう液の性質」で学ぶ、液体の性質と結びつけ、弱酸性の液体石鹸、中

性の食器用洗剤・アルカリ性の漂白剤などがどんな化学物質からできているか調べる（グル

ープワークとの結びつき）。表示を見て正しく選ぶ力や、安全に使うための判断力を養う。 

 

・社会 

 小学 5年生の「「工業生産」と結びつけ、製品が生活に果たす役割や、環境との共生「・SDGs

を考えるきっかけとして。 

 

  



１コマ目 身の回りの化学物質（45分） 

時間配分  内容 教材 

 プロローグ ★理科で「水溶液の性質」を学んだあとに

本授業を行うことを推奨 

次のように、これから行う授業の内容につ

いて確認する。 

 

この間の理科の授業で、水溶液の性質につ

いて学びましたね。どんな水溶液があった

か覚えていますか？ 

（食塩水、石灰水、塩酸、アンモニア水など

…） 

そうですね。中には取扱注意のものもありま

した。これらはすべて化学物質といいます。

化学物質は正しく使えばとても便利なもので

す。今日は、その化学物質というものについ

て、詳しく学んでいきましょう。 

 

 

 導入 〈課題〉化学物質ってなに？  

７分  発問「化学物質とはなにか、知っています

か。」 

→化学物質について解説する。 

・118 種類の元素で構成されている物質であ

る。 

・（周期表を見せる） 

・生活に欠かせない「水」も化学物質である。

「水」は水素(H)と酸素(O)からできている。 

・化学物質には、水のように、もともと自然

にあるものと、人間が作り出したものがあ

る。 

ワークシート① 

10 分 授業展開 発問「ワークシートにある化学物質を、「もと

もと自然にある化学物質」と、「もともと自然

になかった化学物質」に分類してみましょ

う」 

→考える時間をとる→答え合わせ 

【もともと自然にある化学物質】 

ワークシート① 



・カフェイン 

・石綿 

・ダイヤモンド 

【もともと自然になかった化学物質】 

・フロン類 

・ポリプロピレン 

・トリクロロエチレン 

13 分 （グループ

ワーク） 

発問「次は、わたしたちの身の回りにあるも

のが、どんな化学物質からできているか調べ

てみましょう。」 

→各家庭に洗剤などの製品を用意してもら

う。または、教師がグループに１つの製品を

用意する。 

＜予想される身の回りの製品＞ 

・接着剤：酢酸ビニル樹脂 

・ペットボトル：PET 

・洗剤：ポリオキシエチレンアルキルエーテ

ル 

・木工用ボンド：酢酸ビニル樹脂など 

・消しゴム：塩化ビニル樹脂 

・鉛筆（の芯）：黒鉛、炭素 

・歯磨き粉：炭酸カルシウム、フッ素など 

・衣服のタグ：ポリエステルなど 

…等 

 

→挙手またはグループごとに、製品と成分に

ついて発表する。教師はそれを板書する。 

できるだけいろいろな化学物質が出るよう

にし、化学物質には多くの種類があることを

実感してもらう。 

ワークシート② 

10 分  発問「いまみんなが調べた製品に、なぜその

化学物質が使われているのでしょう。その化

学物質にどのような性質があるのか、予想し

てみましょう。」 

→たとえば…で「界面活性剤」の性質につい

て説明する。 

ワークシート③ 



→化学物質がもつ性質について、出た予想と

実際を表でまとめて板書する。 

 

→まとめた表をもとに、ペットボトル（PET）

は「「軽くて割れにくい」、洗剤は「「汚れを落と

す」など、わたしたちの暮らしを便利で快適

にするために、その化学物質の特別な性質が

役に立っていることを確認する。 

５分 まとめ 化学物質とはなにか、上記で学んだことを確

認する。 

【ポイント】 

・化学物質とは、118 種類の元素「（や化合物）

で作られる物質である 

・身の回りのものはすべて化学物質でできて

いる 

・化学物質には、もともと自然にあるものと、

人間が作り出したものがある 

 

 



1コマ目：化学物質

時間配分 教師 想定される生徒からの反応・回
答

資料

【板書】化学物質とはなにか？

みなさんに質問です。
『化学物質』と聞くと、どんなイメージがあります
か？

「こわい」・「実験」・「よく
わからない」

【板書】

そうですね。
“こわそう”、“むずかしそう”と感じる人もいると思い
ます。
でも、実は――

今、みなさんの目の前にあるもの、ぜんぶ化学物質で
できています。
例えば、机、鉛筆、洋服、空気…水もです。
水は、水素と酸素という2種類の“元素”が、このように
くっついてできています【板書】。こうして、元素が
組み合わさってできたものを化学物質といいます。
また、水のように、2つ以上の元素が組み合わさって
できている物質を、化合物といいます。
水素や酸素のほかに、どんな元素があるか知っていま
すか？
――よく知っていますね。
この表を見てください。今、地球上で見つかっている
元素は118種類あります。これは元素周期表といっ
て、性質の似た元素が縦に並ぶように整理したもので
す。わたしたちの身の回りのものは、これらの元素の
組み合わせでできているのです。

「窒素！」「二酸化炭素！」 【周期表】

化学物質には、もともと自然にあるものと、もともと
自然になかったもの、つまり、人間が作り出したもの
の、大きく2種類があります。
ワークシートの①を見てください。
少し時間をとりますので、点線の四角内の化学物質を
「もともと自然にある化学物質」と「もともと自然に
なかった化学物質」に分けてみましょう！（個人ワー
ク）

【ワークシート】

それでは、答え合わせです。
まず、エアコンや冷蔵庫に使われる、フロン類はどち
らでしょうか？
もともと自然にあったと思う人？（挙手を促す）
では、もともと自然になかったと思う人？
――意見が割れていますね。（←反応に合わせて）
正解は、「もともと自然になかった化学物質」です。

…（あとの５つも同様に答え合わせしていく。）…

すべて正解できた人はいましたか？
ここで大事なのは、どちらの方がよくて、どちらのほ
うが悪いのではないということです。
次は、身の回りの製品をみてみましょう。
ここに、みなさんの家にもある製品をいくつか用意し
ました。グループごとに1つずつ配るので、机を動か
して班ごとに分かれてください。
いま配った製品の表示を確認して、ワークシートの②
に、製品名と、使われている化学物質の名前を書いて
みましょう。化学物質は、1つだけとは限りません。
見つけた分だけ書いてください。（グループワーク）

【ワークシート】

それでは、◯◯班から発表してください。
（各グループの発表を【板書】していく。）

【板書】

たくさんの化学物質が出ましたね。
わたしたちの生活は、化学物質によって支えられてい
ることがわかります。

7分

10分

13分



食器用洗剤には、界面活性剤が使われていることがわ
かりましたね。この界面活性剤には、油と水をなじま
せて、汚れを落とす力があります。
このように、化学物質にはそれぞれ特別な力がありま
す。いま調べた製品に使われている化学物質にはどん
な力・性質があるのか、予想し、ワークシートの③に
書き出してみましょう！

【ワークシート】

みなさん、予想できましたか？
それでは、1つずつ聞いていきたいと思います。まず
は、接着剤に使われている、酢酸ビニル樹脂！◯斑、
どのような性質があると予想しましたか？
――いいですね。そのとおりです。そのほかにも、乾
くと透明になるという性質もあるんですよ。

…（ほかの化学物質についても同様に聞き出してい
く。）…

化学物質の性質を利用して、さまざまな製品がつくら
れ、わたしたちの生活を便利にしてくれているのです
ね。

「ものとものをくっつける性質
があると思います」

【板書】

5分

それでは今日のまとめに移りましょう。
みなさん、化学物質とはなにか、わかりましたか？今
日の学んだことを教えてください。
（生徒たちの意見をもとに、まとめの文章を【板書】
していく。）

例）
・化学物質とは、元素が組み合わさってできたもの
・化学物質は、いろいろな製品に使われている
・化学物質は、それぞれ特別な性質をもっている　等

【板書】

10分




